
青森県医師会 活動報告

令和6年10月12日（土）
日本医師会女性医師支援・ドクターバンク連携

「北海道・東北ブロック会議」

「働き方改革における女性医師支援の工夫」



青森県医師会医師就労環境整備事業
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男女共同参画委員会

ワークライフバランス推進室

・年２～３回開催
・委員:１１名
担当役員:４名

・旧）女性医師支援室（29年度から名称変更）
・医師相談窓口担当者１名、担当役員4名
・運営会議を月に１回開催
・男女共同参画委員会の下部組織として、医師
相談の受付、研修病院訪問、ニュースレター
の編集等を担う



主な支援事業
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復職・再研修支援体制、キャリアアップ支援体制



研修会等での託児室設置補助
令和６年度
申請数:３件（助成数:０件）

対象:県内で開催される研修会及び講習会で、青森県医
師会が共催、後援するもの
および、郡市医師会が主催、共催、後援するもの

補助内容:会場に設置した託児室の費用、保育を依頼
するサポーターに係る費用
託児を受ける子どもに対する傷害保険料

4



ワークライフバランス推進室 News Letter
「赤いりんご」
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開催形態
シンポジウム＋グループ討論

昨年度と同様に、大学の授業の一
コマをいただいて開催。
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青森県医師会・弘前大学医学部
男女共同参画セミナー

令和６年度
７月３日（水）開催
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第1部:シンポジウム

弘前大学大学院医学研究科
脳神経内科学講座

引地 浩基 先生

弘前大学大学院医学研究科
救急・災害医学講座

⾧谷川 聖子 先生

第２部:グループ討論

「医師の働き方とキャリア形成」をテーマとし、各
テーブルごとに医学生、研修医、医師など多様な立
場のメンバーで情報・意見交換がなされた。
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出席者:約133名

医学生 121名
医師(勤務医・開業医、大学教授含む) 12名
他、研修医数名が参加

アンケート結果
・男女共同参画への理解が深まった、現役医師と交流できる貴重な場
なので参加してよかった等、ポジティブな感想が多かった。

・男女共同参画について興味を持てた、考えるきっかけになった等の
感想があり、主催した側としても開催する意義を感じることができた。

・グループディスカッションについて、グループの人数を減らした方
が話しやすいのではないかとの意見があったため、今後検討してい
きたい。



9

来年度開催について
〇青森県医師会・弘前大学医学部 男女共同参画セミナー

〇開催日:検討中
来年度は下記2名のシンポジストからご講演を頂いたのち、グルー
プディスカッションを行う予定。

・青森県出身、育児中の若手医師（女性を検討中）

・他県出身（青森県に進学）、国際貢献、進路選択について

また「開始時間を早め、全てを講義時間内にできないか」という意見
が今年度出された為、検討していきたい。



研修病院訪問
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〇自己紹介

〇医師支援事業の紹介
男女共同参画委員会
ワークライフバランス推進室
女性医師バンク など

〇意見交換
テーマ:「キャリアの展望と振り返り」

日 時:令和6年5月30日（木）18:00～
訪問場所:八戸市立市民病院



医師相談窓口受付数
（令和５年度）

○医師相談････41件
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・研修医、女性医師の当直について
・研修医の研修内容について
・常勤医の勤務内容、休暇取得に関して

相談内容



医師相談窓口担当者連絡会
〇昨年度開催実績

日 時:令和5年5月25日(木)

議 題:『医師に対するメンタルサポートの取組』調査結果について
県内13病院を対象に令和4年10月実施

日 時:令和6年2月22日(木)

議 題:『医師の働き方改革』に関するアンケート調査結果について
令和5年10月追加実施

〇今年度開催予定: 9～10月 男性医師の育休取得者との対談
2～ 3月 勤務医部会と共催で働き方改革等

をテーマに講演頂く



青森県医師会として考える
「働き方改革における女性医師支援の工夫」

・様々な立場の女性医師(医学生、研修医、臨床医、
管理者等)に対し、年齢に関わらず交流、意見交換す
る場を青森県医師会として用意し、支援を受けやす
い環境をつくること


